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【手続補正書】
【提出日】平成30年7月24日(2018.7.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　ここで、図２に示すように、第１開閉弁２１より下流の第１管１１、第１管１１との分
岐箇所から排気弁２４までの排気管１３、接続ポート４に接続されたワークＷ、第１管１
１との分岐箇所から第３開閉弁２３までの第２管１２によって形成される空間を第３空間
Ａ３、第３開閉弁２３と第２開閉弁２２と差圧計３０の第２圧力検出口３２との間の第２
管１２によって形成される空間を第４空間Ａ４、第２開閉弁２２と差圧計３０の第１圧力
検出口３１との間の第２管１２によって形成される空間を第２空間Ａ２とする。また、第
３開閉弁２３を開いて第３空間Ａ３と第４空間Ａ４を連通させて得られる空間を第１空間
Ａ１とする。図中、第２空間Ａ２は太破線で。第３空間Ａ３は太実線で、第４空間Ａ４は
一点鎖線で示してある。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　図３は、リーク検査装置１０が行うリーク検査の手順を示す流れ図である。まず、第２
開閉弁２２を開き、第３開閉弁２３、排気弁２４を閉じた状態（第３空間Ａ３と第４空間
Ａ４を分離した状態）にした上で、第１開閉弁２１を開いて、気体供給源３からの気体で
、ワークＷを含む第３空間Ａ３を目標圧力に充填し（ステップＳ１０１）、その後、第１
開閉弁２１を閉じる（ステップＳ１０２）。この圧力は第２圧力センサ２７にて計測され
る。
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